
 

  1／18

 

環境経営活動レポート 

【2023 年度】 

(2023 年 8 月～2024 年 7 月) 

（文書№：EA21-K-10） 

 

   
 

 株式会社ケンエー 
  承 認 作 成 



 

  2／18

【 目 次 】 

１. 組織の概要 ......................................................................................................... 3 

２. 対象範囲 ............................................................................................................... 4 

３. 環境経営方針 ........................................................................................................ 5 

４. 環境負荷の調査結果と取組み状況まとめ ................................................................ 6 

５. ２０２３年度 目標と活動実績 .................................................................................. 8 

６. 環境活動計画(２０２３年度) .................................................................................... 9 

７. 環境活動計画(２０２４年度) .................................................................................. 10 

８. 環境活動の取組結果の評価及び次年度取組内容 ................................................. 11 

１) 二酸化炭素排出の削減結果 ............................................................................. 11 

２) 電気使用量の削減結果 ..................................................................................... 11 

３) ガソリン使用量の削減結果 ................................................................................ 12 

４) 灯油使用量の削減結果 ..................................................................................... 12 

５) 廃棄物排出量の削減結果 ................................................................................. 13 

６) 水使用量の削減結果 ........................................................................................ 13 

７) その他の取組結果の評価 及び 次年度の取組内容 ........................................... 14 

９. 環境経営目標(２０２４年度) .................................................................................. 15 

１０. 太陽光発電導入による発電量実績 .......................................................................... 16 

１１. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 .............................................................. 17 

１２. 代表者による全体の評価と見直し結果 ............................................................... 18 

 



 

  3／18

１. 組織の概要 
 

  １）事業者名及び代表者名 

     株式会社 ケンエー 

     代表取締役社長  上野 保幸 

 

  ２）所在地 

    【本社・郡山工場】 

     〒963-0725 

     福島県郡山市田村町金屋字下タ川原 167-9 

 

    【東京開発室】 ※非常勤事務所 

     〒963-0725 

     東京都中央区銀座 3-14-17 コビキス銀座 1001 

 

  ３）環境管理責任者及び事務局 

     EA-21 責任者 ： 橋本 修宏 

     EA-21 事務局 ： 土澤 沙織 

  

  ４）連絡先 

     連絡担当者：橋本 修宏（EA21 責任者） 

     TEL   ： 024-942-0891 

     FAX   ： 024-942-0091 

     Email： hashimoto@kene.co.jp 

     URL   ： http://www.kenei-grp.com/ 

 

  ５）事業活動の内容 

      静電気対策品・印刷加工品・包装資材の製造及び販売・総務・経理活動 

      

６）事業規模 

   【全社】 
 

活動規模 単位 2023 年度 2022 年度 2021 年度 

売上高 万円 70,201 64,593 80,630 

従業員 人 19 18 18 

床面積 ｍ2 1,446 1,446 1,446 
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２. 対象範囲 

１）適用事業範囲 

適用事業場の所在地と主要業務内容は以下の通り 

 

～適用事業場～ 

【本社・郡山工場】福島県郡山市田村町金屋字下タ川原 167-9 

 

【東京開発室】東京都中央区銀座 3-14-17 コビキス銀座 1001 

※旧東京営業所は営業職不在の為、東京開発室に名称を変更いたしました。 

※東京開発室は非常勤の事務所であり、東京での打ち合わせ等でのみ使用する事務所となります。 

環境負荷が著しく少ないことから、個別管理を行わず本社・郡山工場に合算して管理を行うことといたします。 

 

～主要業務内容 

社内全般の管理業務・営業活動・製造業務 

 

２）推進組織図 
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３. 環境経営方針 
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４. 環境負荷の調査結果と取組み状況まとめ 
環境負荷の削減目標及び環境活動計画を策定する為、過去３年間の環境負荷実績を調査した結果及び２０２４年８月に実施した環境への取組状況まとめは下表の

通りとなります。 

１）環境負荷の調査結果 
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２）環境への取組状況まとめ 
エコアクション２１ 別表『環境への取り組みの自己チェック表』による採点結果になります。 
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５. ２０２３年度 目標と活動実績 
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６. 環境活動計画(２０２３年度) 
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７. 環境活動計画(２０２４年度) 
 

 
 
 

  

事務所
片吉

4 ≪目　標≫

水使用量・・・ 156.1㎥

2022年度比・・・ 約1.50%削減

水資源使用料の削減
①水使用量の把握

②PVA処理加工回数制限

≪目　標≫

廃棄物排出量・・・ 1,340.54㎏

2022年度比・・・ 約1.00%削減

③簡易梱包の推進

④使用済み用紙の裏面再使用

⑤製品に使用する材料の余剰分削減

全部門
土澤

①不良品の削減及びサンプル品として使用

実　施　事　項
実施部門
責任者

環　境　目　標№

②ｼﾞｪｯﾄﾋｰﾀｰ・暖房機器燃料（灯油）

①社用車燃料（ガソリン）

≪目　標≫

＜ジェットヒーター・暖房機器削減＞2

2022年度比・・・ 約0.50%削減

ガソリン使用量・・・ 40.00L

2022年度比・・・ 現状維持

灯油使用量・・・ 885.15L

燃料使用量の削減
（CO2の削減）

事務所
片吉

全部門
土澤

①室内温度管理の徹底（冬季：17～22℃）

②乾燥室使用回数の厳守（１回／日）

③冬季暖房機器の効率的な利用

②室内温度管理の徹底（夏季：27℃以上）

①未使用区域の電気消灯徹底

②効率の良い配車スケジュールの検討・実施

⑦電力プラン変更によるCO2削減

⑤エレベータの作業完了時電源ＯＦＦ

⑥ウィンドウフィルムによる空調負荷削減

＜社用車燃料削減＞

電気使用量の削減
（CO2の削減）

2022年度比・・・

60,518.7kWh

全部門
土澤

④パソコン等のオート電源オフ使用（工場内全パソコンに適用）

③室内温度管理の徹底（冬季：17～22℃）

≪目　標≫

①アイドリングストップの徹底

≪目　標≫

②包装資材不良品の再利用（ゴミ袋等）

3

廃棄物の削減

総電気使用量・・・

約1.00%削減

1

約1.50%UP

5

グリーン購入の促進

事務所
降谷

①エコ製品の優先的な購入

≪計　画≫

グリーン購入割合・・・ 46.73%

2022年度比・・・

実施度合・・・ 100%維持

6

化学物質管理体制の構築及び汚染予防
事務所
片吉

①事故発生時、汚染を防止する為の手順書に沿った教育・訓練

②化学物質の保管及び使用状況管理（毎月）

7

不良率の管理・削減
事務所
片吉

①月次不良率の把握

②不良発生時の改善活動

≪計　画≫

不良率・・・ 1.30%以下
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８. 環境活動の取組結果の評価及び次年度取組内容 
政府では 2013 年度に対し、2030 年までに 46%の削減目標を掲げております。 

弊社としても 2013 年度から現在までどの程度、環境にやさしい活動が実施できているか把握するために下記の通

り、簡易的なグラフで 2013 年度からの変化を確認しております。 

 

１) 二酸化炭素排出の削減結果 
【取組結果の評価】 

 今期は二酸化炭素排出係数ゼロプランへ

の変更もあり、大幅な二酸化炭素排出量を

削減できました。 

当初予定していた目標値には達成できま

せんでしたが、削減効果としてはかなりの

結果であると思います。 

 
 

【次年度の取り組み内容】 

 ガソリン・灯油の使用量に注視し継続して

活動を行う 
 

 

２) 電気使用量の削減結果 
【取組結果の評価】 

 使用量については残念ながら目標には到

達できなかった 

 

 原単位での使用量については前年比とし

ては削減が出来ており良好である 

 

 
 

【次年度の取り組み内容】 

 来期は灯油・ガソリンの削減を重視する

が、電気使用量については現状を維持しつ

つ出来る限りの削減を行う 

 

  

目標未達

目標未達
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３) ガソリン使用量の削減結果 
【取組結果の評価】 

 今期は外注先への製品運搬回数が多か

ったことが原因となります。 

 

 

 
 

【次年度の取り組み内容】 

 もともと使用量が非常に少ない状態で

ある為、製品運搬回数が少しでも増え

れば増加傾向になります。 

効率の良い運搬スケジュールを行い、

出来る限り現状維持を出来るように活

動を行います。 

 
 

 

４) 灯油使用量の削減結果 
【取組結果の評価】 

 今期は冬季の寒い期間が長かったこと

が灯油使用量の増加の原因と思いま

す。 

 

 
 

【次年度の取り組み内容】 

 来期は二酸化炭素排出量の大きな割合

を占める灯油削減が重要となる為、よ

り注視して削減活動を実施 

 

 
 

 

  

目標未達

目標未達
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５) 廃棄物排出量の削減結果 
【取組結果の評価】 

 廃棄物排出量は削減できており、活動

の効果が出ていると思われる 

 

 原単位での廃棄物排出量についても削

減が出来ており、非常に良い傾向であ

る 

 

 
 

【次年度の取り組み内容】 

 今後も継続して活動を実施 

 
 

 

６) 水使用量の削減結果 
【取組結果の評価】 

 今期は受注数量増加により、稼働日数

が増えたことで水使用量が増加 

 

 
 

【次年度の取り組み内容】 

 来期は節水を心掛け出来る限り水使用

量の削減を行う 

 
 

 

  

目標達成

目標未達
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７) その他の取組結果の評価 及び 次年度の取組内容 
 

取組項目 取組結果の評価 判定 次年度の取組内容 

グリーン購入の促進 

・今期は目標が達成されており良好です。

来期も引き続きグリーン購入の積極的な購

入を継続 
〇 

・環境にやさしいグリーン製

品の購入を優先的に行ってく

ださい。 

化学物質管理体制の構築 

及び汚染予防 

・管理方法が継続して実施されていまし

た。 

〇 ・継続して管理を実施 

不良率の管理・削減 

・不良率を達成できており良好と思いま

す。 

今後も引き続き不良率『0％』活動を実施 〇 
・品質管理の徹底 及び 不良

率『0%』の意識向上 
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９. 環境経営目標(２０２４年度) 
弊社の来期環境経営目標は、２０２２年度を基準年度とした下記の目標になります。 
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１０. 太陽光発電導入による発電量実績 
弊社では太陽光発電の設備を導入しております。 

監視項目とはなっておりませんが、弊社として社会全体への温室効果ガス削減効果を把握する目的で監視を

行ってまいります。 

 

今期の太陽光発電による実績は下記の通りとなります。 

 

 (1)導入設備内容 
設備タイプ：多結晶 

発電能力：４２ｋＷ 

   導入日：2013 年 2 月 

 

 

 

 

 (2)稼働実績(2023 年 8 月～2024 年 7 月) 

  今期発電量：55,356kWh 
※ 太陽光発電はすべて売電となっているので自社の電力使用量の削減、二酸化炭素排出量の削減には

寄与しない。 

   

 
 

 (3)二酸化炭素削減の効果(地球環境の二酸化炭素削減の効果を算定する) 
今期、太陽光発電で発電した 55,356Wh を下記二酸化炭素排出係数にて排出量に換算した場合 

 

 

 

 

 

 
  

＜郡山工場 ソーラーパネル設置写真＞ 

一般購入電力の二酸化炭素排出係数・・・・・・0.488 ㎏-CO2/kWh 

太陽光発電の二酸化炭素排出係数・・・・・・・0.048 ㎏-CO2/kWh 
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１１. 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 
当社に関連する主な法規制は下表の通りである。 

また、関連法規制の遵守状況確認を毎年１回実施しており、違反はなく、地域住民からのクレー

ムもありませんでした。 

同様に関係機関及び訴訟等もありませんでした。 

 

主な適用法規 当社の対応 遵守状況 

・ 循環型社会形成推進基本法 

・ 廃棄物処理法 

・ 福島県環境影響評価条例 

・ 福島県生活環境の保全に関する条例 

・ 郡山市環境基本条例 

・ 郡山市公害防止条例 

・ 東京都環境基本条例 

・ 東京都廃棄物条例 

・ 東京都中央区廃棄物の処理及び再利用

に関する規則 

・ 廃棄物削減活動の実施 
・ 指定業者への回収・処分の委託 
・ 産業廃棄物置場の表示版設置 
・ 委託業者との契約書・許可証明書の確認 
・ 委託契約書の記載内容の確認 
・ 管理表の交付・保管・戻り状況の確認及び保管

状況 
・ 廃油管理の徹底 
・ 管理表戻り状況確認・保管・帳簿の確認 
・ 特別管理産業廃棄物管理責任者の確認 
・ 通知書確認 

・ 排出事業者の産業廃棄物の処理状況確認 

遵守確認済

・省エネ法 
・ 電気使用量の削減 
・ 燃料の削減 

遵守確認済

・騒音規制法 

・福島県生活環境の保全に関する条例 

・ 届出書の確認 
・ 測定結果の確認 

遵守確認済

・振動規制法 

・福島県生活環境の保全に関する条例 

・ 届出書の確認 
・ 測定結果の確認 

遵守確認済

・RoHS 指令（欧州指令） 
・ 使用材料について使用化学物質を把握 
・ 材料メーカーからの不使用証明書取得 

遵守確認済

・浄化槽法 

・ 届出書の確認 
・ 委託業者の清掃・点検結果書確認 
・ 指定検査機関の検査結果書確認 

遵守確認済

・家電リサイクル法 ・ 廃棄時に指定業者に処理依頼 遵守確認済

・自動車リサイクル法 ・ 自動車の適正処分 遵守確認済

・小型家電リサイクル法 ・ 小型家電の適正処分 遵守確認済

・フロン排出抑制法 
・ 第一種特定製品の簡易定期点検 
・ 第一種特定製品(7.5kw 以上)の定期点検 

遵守確認済
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１２. 代表者による全体の評価と見直し結果 
 

見直し日時 ２０２４年９月３０日 場所 会議室 

参 加 者 
 上野社長・EA-21 責任者 橋本・EA-21 委員会 
（他全従業員） 

イ ン プ ッ ト 情 報  情 報 内 容 ・ 資 料 等 代表者による指示事項 

①環境への負荷の自己チェック結果 コア指標９項目と取りまとめ表・事業規模等デー

タで説明 

指示事項なし 

②環境への取組の自己チェック結果 取組状況チェックシート（文書№：EA21-K-03）

で説明 

指示事項なし 

③環境関連法規制等一覧表/遵守状

況のチェック結果 

「株式会社ケンエー 環境関連法規の取りまとめ及び

遵守状況チェック表」(2022.09.07 遵守状況チェッ

ク) （文書№：EA21-K-04）及び契約書・許可書・

マニフェスト・測定結果等で説明 

今後も法規制を遵守し活動を行ってくだ

さい。 

④環境目標の達成度 ２３年８月から２４年７月までの集計結果にて

説明 

 

＜次年度実施事項の指示＞ 

・活動以外での省エネ対策も行っていく

・従業員は現在の活動を継続 

⑤環境活動計画の実施状況 環境活動計画表及び環境目標/活動計画管理表

（文書№：EA21-K-15）で説明 

指示事項なし 

⑥教育・訓練実施結果 環境教育・訓練計画/実施結果（文書№：EA21-

K-09）で説明 

次年度も継続して教育・訓練を実施して

ください。 

⑦苦情を含む外部の利害関係者から 

のコミュニケーション結果 

外部環境情報記録表（文書№：EA21-K-11）で説

明 

・１件 

新しく作成した仕組みで管理・運用して

ください 

⑧緊急事態の準備及び訓練結果 緊急事態対応手順と訓練結果（文書№：EA21-K-

12・13）で説明（２件の緊急事態対応訓練結果を

報告） 

次年度も緊急時に備え、適切な訓練を実

施してください。 

⑨問題点の是正・予防処置の状況 問題点の是正/予防処置報告書（文書№：EA21-

K-16）（１件）で説明 

・灯油使用量の監視・抑制 

・ガソリンの使用量の監視・削減 

・水使用量の監視・削減 

⑩環境関連文書・記録の作成・整理状

況（環境活動レポート含む） 
・ EA-21 管理用ファイル 

・ 外部環境情報記録表ファイル 

・ EA-21 委員会議事録ファイル 

上記にて説明 

作成した資料にて早急に環境レポートを

作成してください 

   

指 示 事 項 等

に 対 す る 決

定・処置内容 

① 環境方針 ２０２１年度より変更無し 

② 環境目標 
２０２２年度を基準値として変更 

２０２４～２０２６年度の目標値を検討・設定 

③ 環境活動計画 ２０２４年度の内容に変更してください 

④ 実施体制 環境経営レポートの作成（２４年１０月中旬迄） 

 
代表者の評価（総括） 

 

今期において、当社は「電力プランを二酸化炭素排出量ゼロプラン」へ変更することで、大幅な二酸化炭素排出量の削減

を達成いたしました。これは、当社が持続可能な未来を目指し、環境負荷低減のための具体的行動を積み重ねてきた結果

であり、従業員一人ひとりの努力の賜物であります。 

 

また、灯油の使用に伴う二酸化炭素排出については、従業員一人ひとりが環境への配慮をさらに深め、削減に向けた意識

を育むことが大切であると考えております。この課題に対し、全社員が積極的に取り組み、日常業務において環境への影

響を抑えるための工夫を行っていきたいと考えております。 

 

しかしながら、現状の技術的制約や事業運営上の課題を考慮すると、大幅な二酸化炭素排出量削減を今後達成することは

一層困難になると予測されます。その中でも、私たちは引き続き可能な限りの努力を行い、環境にやさしい生産活動と経

営の実現を目指して参ります。 

未来を見据えた行動が持続可能な社会の形成に繋がると信じ、当社はこれからも全社員とともに成長を続け、責任ある企

業としての使命を果たして参ります。 

 
代表者 EA-21 責任者

作成 

（事務局） 
文書№：EA21-K-17 

上野 橋本 土澤 

 


